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として正しいで lわろうう i そまLf；！：単純寸ぎはし広
いであろうか。先進同との比較におし、てみるかぎ
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第 3 畿 州税収に占める地租と幾業所得税の比率 （単位： 1000万ノレピー）
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理，屍 it.~： れたとヤ品川るが， かかみ法制がそう
簡単に消滅したとは考えられない。たとえばマデ
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止にLiぃι，jったが， 日： ：－ も宗教， れ六IH系に使
用される土地には名目的にしか課税されていな
し、《


































































































































































































































































































































































































































































































































































































1913～ l !17 
1918～1922 
！也方，：＇.＇，； A貯蓄Lt'-JL＼所得の 14ヲ，らに浅Lていた 門40.7<'<,, NA部i＇可決仁 3%)C第4表参照j
が，政府投資を含む NA投資か NA所得の21%に 2. インドのケース










お；7 る日 ~1<Jノ原始的店本蓄手立の il!A泉と心ず｝えのは
農業部門であり， その貯蓄動員の担い子となった
































































































































































































































































































































































































































のlfi'苔シ L アの念、減は，後述するよっにA • ;¥JA ；司：
r可 rgJ~ 千Veil- i：・概念[-_cl)ff丁一L円相違はあるが、
いふいことカミ九Piえてみると，j：平：；は， A
,}[;p1: t二＇；げらは厚in:;,:r u〕；－，示こド力主 r'ii LH, 〉ご：)-3
しつI＇，、たλUl'k':/ ・ :¥iU/!J A 投資全
とL、， ij'Hてι上いであろう一一/f!~rt ~'; Htl¥J 
. /"• 1,,., 'i/・VしV今こ庁、
Iii'＇－＇‘イ十三、 J首、 J，（.ι.（ V 1 
-.¥!A if；円；二f：＆ヰ去されに二二がわ，・）,t l 




苦心ので；J/,: ', ・！］、l:芳えんjiノるつ'.'-JA 十土資；士.－） 、I -• I 、／－.l 、し ＼、し,1rI•(I :':,, ~- l 
〉ぎにiモr,¥]l'd¥r1Jと政府部門とを；；，計 jると Arn, ’L I·'• i，起.itγ てL ，三j-i-h （これ：土'-J.¥ 
jl,[)" CJ・ NAM¥Mの11て tNA部ド［！と二七純Fか’；－：であ－ 't：が，川 lペハ lcJi!frt 1ζ ／；~： i,:cn ＇.！め＇ 01 二 j l、：， 1;:, i, 
これじ両,A「f；店内山，／戸＇J':,n70併にのぼ／ノたコOJ、~j, t iーと I.て守！ノトi＼）＇.七 i：よ二；ア）己(i/i, I ノ；－，
いうまでιふく対外,':[5!!] I.川伝子をj堅めた：ιのiしサJFノヴ，－＇】：，， 1 日P ト＂：、 d 、』F' I」， l I l＇→、 i 、】＼：二
「EiP'llfr~｛，－，H二J)年、fi¥・人れによる仁のでああ。、も）
i＇日；，） 0＇い，：. ベノ：， ＇て守氏！日 i'.¥IA ,:;Jタトーu,:;i1J1Lて i1, i民生産の 7＇；：，に注した卒、のの，、l(!_-,] ＇日2
｛古人れはIf］民生産の 11%, licliJ'J純百本形成の：，6%'/ ' －ど f仁 -, ／二力λ？；でH;J‘＼ 1r-jc;.%：士iEと／ノTl十iI) j 
きわめ r けタト依存的t；資本形成に1;じって, L、白－） , プI I 1-I J\:~上 1l；＇（二！日山ぷ；己、i':: ／》1二／i[IJ 
いご， Ci"i7 Jc:-1, !¥i [1!;¥'.:tl'ザ＇： .-: ,lj th z；：イウ、之、 I:', ・t三i土lti＇：，.マ
fン ρi二jjして
；土ラ ［りii-f?l.~J I I 4；ム〉今 Iのf，約（この［ヨにつL、ての例
;iHJ'(j'くが，今！！日されう （，手jfiかなわl目、左してit,FC:A-
：の l；う tc統計的観察の結qt) Jτ fi二A))' ＿.，；こりハ，けiことと
二：＇ i",J" Jベ・ '.¥i"A1it,fi;i；門間山； iri'J ,J＜，仁才； kび
円 J i(f ;_:, ¥'. 
・,,:-1 ・J',r1，ηItさ；土てく！、-1'l；二か’＇Lじて'i！民1/ 
S11r・uc：νμ／ペ、u1an,! the Far F<1st, FE, F.rn110川 ／（
；〆 T、 ：~，、＇：＇.而FJ~JI 土；（：＇；IWJ に j5りる
I I~ , I ι＂官、λ，＿ ' 
,.'i ン・＋－ζ1{1>ZH・τ ；υi






























J久 i ' -
／） み＇ I " 
ロヒ Jドto",：.五
: J、：メ片 :! :1 1;_ 17! .¥.88 氏.17 、I Li l 吋 i λ ソ日 7. ,7 -1 ,1;i 9らG
~. 7 l ＇.： 今λ，:!.1,: 1.7コ 1：；λ:2.0.1 
十i'1- I：；：；け！叶 il ii ,1 ら， l/i.il') 
I 1(1:,1 :1:, 1'! 1;., I Oli 1い：lti:;:u,.1 
111 1戸：1 :,1 7il I Oil：パ 71i71 :!1 








l( fi'I E.↓，＼＇ 
総 I＇~’出 1
J.i；「［＇,J；.＇土 Hi




















'il',iij' ト，（＇，＼ FJ三 I l ：，＇，：二：ワブ了！芯 J三，；1; ＇ γ ／ T ;f五
キつ；il川十日，rJ町 ](iiiハ：ー
IJ/,'.'t'. [->ti口iate:;of出口、in,:;and I口、，・ostrnent111 
dl(' [r,c'1λn I：口,n川 ny「inFれ en・,・ !Jan~· of India 
]J,,t!!,,tm ¥uι1日t]'Hi］、 r;,＇（）／／（｝ リ1,Fum tumal 
( 'las.,i!i,・at 1011 οf(;m•,-r11111e11t ’＼no11nl.1(!CJ:,J;S2 
,incl l内.－， コメ l司 ＼〈 （ 入 I I，、＼ι＼＇ J）け！日、 “E日
rirn:it，、 c>'. ト，・.川口 1' (iじ T1, Ii ！日：l Eじれ日円mv，・’
Hn('), c f;,rn！， ρ.f India JJ11llet1n (l¥・larci i決iOj、















余 剰総額 I -27.34 2.26 I 



































































-64.62 10‘96 75.58 -27.57 
-29.60 































1 ？， 純 令 書記；J(9「12)
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そのi/Uに実施された一一；二 1，日映している r -jーなわちl土無為無：交
f,ltノトかっ限界的なも地租改訂による 1JI r二げ分は，地主の強＇， '!i.：力によって、地 m；土依すてで長期間
このため産IL¥高に対する地租実収のにとどまり，「40年から日午、イ•l'f え l可かれみべきず1:；｝手段カ込とられ
額の［ヒ Ilは過去 l(){fにわたり L、わじる Lく減少L
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： ~.ME1E 寸ると， i L：王 iI'X，に次るI• i、p ’ lド I1 li l <;, J L 7 7if.日）（）＇l！こー；二社Lごはその川、シ！（〉カミ深f立さ
全出家家，i十数（喪主労働 i守’~t ，；＇.一
を吟く）の約1.1%が三（）ヱ－－／；一以上の耕地を有 L,
まにこJL/J・全l):J也面積のが-J! ,j. 1J：＼＇；｛， 今：ljめる、どい
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こ1 ,・ '! .＇［.、ιJ 、~ 1. －・，、守；Th ～J と
fとた J9;i0ノ；，Jifl立のLS%から生t）＇る i土マj二でおり，行［；flj （＇）とオ lとiヒ較LてL、るJトノγ
]%011i[Jfi立にはiお円台tこんー.' c，、〈与のしカミしこのf/i
そのかrufH死去とも ~!1｛~4！されてし、るた：土i也王lC!)i Tか、
























































































































































































































































































































































































































































































（出所〕 VedP. Canclhi, Ta.xβurd，印刷 l11d,an
Ag円cultme (The Law School of HarY.trd 
University, Cambridge, 1966), p. 132. 


























































































































































































































































































































































































r l税税 1税！収入（ ｜ ｜（%） 
1950/51! 132 7：ー 1 ]4. :n! 11. 701 2os.xl 20.47 
1951/52; 146. :t 一一＇， 1.-10: 97. 70 248. :=, 17. 86 
1952/53j 141.4 -[ -I  -14.38i 86.20/ 232.0119.但
1953/54! 122.8 -J -i -,4.671 94.20; 221.7116.60 
1954ノ551122.:, : -:4.S91 93.70 220.G 16.58 
1955/561 131 A -0. Of',/ -:4. 71 99. 0り， 235.之 16.68
1956/571 151. 7 10. 301 :s .1310s.2oi 263. 41 11 .10 
1957.勺x!163 7; -,0.0斗，7.o4s.s2120o! 296.7! 17.45 
I I 
1958/59, 172.00.640.:l29.67,6.19137.:JO! 326.li 16.72 
1959/60 148. 90. 79 0.15:12.11!1. 03146.101 315.o: 15 .14 
1960/61 167.40.910.18'8.15?-16156.60: 340.41 17.80 























(_, l〕 TJu,lmf,e1 ,al Ga:::<'fteer of Ind川、 Vol.
IV, Chapter VII (1907), p. 214. 
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j!L1: ：：：イシドぐーはゾ〉役’,I;!]:i j ・分過ぎるほど ;:J'c／ごし，｛＞ ドび）！也tEI.イじふ士 iてとして三J ) J)観点








fil H, 1 t，~と i見｛にの f ンドび）比較そ山ものに多く、＇）原始「 1'資本書街全 m;) .＜きそケケーぞIi; ｛ぜ
かりに1i!il可を！，，JL 
font inどに泣いたとして L 放民的な牧民比較7‘は
たしてなにがし刀ミの歴史的教訓を導き出しうるか
η限定条件ふ必’廷であろうし，；！：深｛花
<'/r,l也ν多分十l二手足，'l:;J＇.て L、うことノピ i尽きUJL 





のfJH司段t可能力，.， J r.1世一：＿，.J＇）る f
/-t'i －三h,.，－、















分たち L今ま，；.どお I）ではおじれぬどと.dこし、 J 、せ
いに引き緊ま F jてきたざとである」と述べ，「これ
は智能かとれを受け入＋tるに適する :tc:＇進ノ＇，.・c-お
















































(!!) lmJ11 ：~＂i 男 r明治・大Ir史， ill:相続』，（事！日新
i謂；！草川， 日｛H11fi年〕，川1～28:1ページ。
（経済成長調査部主任調査研究員）
